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第 16 期  中 間 決 算 公 告 

2022年12月27日 

東京都港区六本木一丁目６番１号 

住信ＳＢＩネット銀行株式会社 

代表取締役社長 円山 法昭 
 

中間連結貸借対照表（2022年９月30日現在） 
 

（単位：百万円） 
 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（資産の部）  （負債の部）  

現 金 預 け 金 1,219,730 預 金 7,483,639 

買 入 金 銭 債 権 269,699 売 現 先 勘 定 6,115 

金 銭 の 信 託 14,167 債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 249,917 

有 価 証 券 707,681 借 用 金 400,000 

貸 出 金 5,985,462 外 国 為 替 1,319 

外 国 為 替 6,757 そ の 他 負 債 65,479 

そ の 他 資 産 120,759 賞 与 引 当 金 393 

有 形 固 定 資 産 4,022 退 職 給 付 に 係 る 負 債 14 

無 形 固 定 資 産 25,422 ポ イ ン ト 引 当 金 928 

繰 延 税 金 資 産 7,626 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 48 

貸 倒 引 当 金 △2,819 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 49 

  特 別 法 上 の 引 当 金 6 

  繰 延 税 金 負 債 660 

  負債の部合計 8,208,573 

  （純資産の部）  

  資 本 金 31,000 

  資 本 剰 余 金 13,625 

  利 益 剰 余 金 118,337 

  株 主 資 本 合 計 162,963 

  そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △13,777 

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 673 

  その他の包括利益累計額合計 △13,103 

  非 支 配 株 主 持 分 77 

  純資産の部合計 149,937 

資産の部合計 8,358,510 負債及び純資産の部合計 8,358,510 
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中間連結損益計算書 

 
（単位：百万円） 

 
科 目 金 額 

経 常 収 益    46,176  

資 金 運 用 収 益  22,994    

（う  ち  貸  出  金  利  息） （ 18,304 ）   

（う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金） （ 3,643 ）   

役 務 取 引 等 収 益  19,872    

そ の 他 業 務 収 益  3,124    

そ の 他 経 常 収 益  184    

経 常 費 用    31,855  

資 金 調 達 費 用  2,946    

（う  ち  預  金  利  息） （ 1,794 ）   

役 務 取 引 等 費 用  12,793    

そ の 他 業 務 費 用  265    

営 業 経 費  15,398    

そ の 他 経 常 費 用  451    

経 常 利 益    14,320  

特 別 損 失    307  

固 定 資 産 処 分 損  0    

減 損 損 失  194    

そ の 他 の 特 別 損 失  111    

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益    14,013  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  4,600    

法 人 税 等 調 整 額  △135    

法 人 税 等 合 計    4,464  

中 間 純 利 益    9,548  

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益    2  

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益    9,546  

      

 

  

〔 
2022年４月１日から 

〕 2022年９月30日まで 
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記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

中間連結財務諸表の作成方針 

(1) 連結の範囲に関する事項 
① 連結される子会社及び子法人等  ５社 

住信ＳＢＩネット銀カード株式会社 

ネットムーブ株式会社 
Ｄａｙｔａ Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ株式会社 
株式会社優良住宅ローン 

株式会社テミクス・データ 
② 非連結の子会社及び子法人等 
    該当ありません。 

③ 連結の範囲の変更 
当中間連結会計期間において新たに株式会社テミクス・データを設立したため、連結の範囲に含めております。 

(2) 持分法の適用に関する事項 

① 持分法適用の非連結の子会社及び子法人等 
    該当ありません。 
② 持分法適用の関連法人等     １社 

JALペイメント・ポート株式会社 
③ 持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等 

該当ありません。 

④ 持分法非適用の関連法人等 
該当ありません。 

(3) 連結される子会社及び子法人等の中間決算日等に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の中間決算日は次のとおりであります。 
９月末日  ５社 

 

会計方針に関する事項 
1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、その他有価証券については時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。ただ
し、市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。ただし、外貨建その他有価証券のうち
債券に係る換算差額については、外国通貨による時価の変動に係る換算差額を評価差額とし、それ以外の差額については為替差損
益として処理しております。 

2. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 
デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

3. 固定資産の減価償却の方法 
(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

当社及び連結される子会社の有形固定資産は、主として定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 
建 物  ３年～15年 
その他  ３年～20年 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 
無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、当社及び連結される子会社で
定める利用可能期間（主として５年～７年）に基づいて償却しております。 

(3) リース資産 
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を
零とする定額法を採用しております。 

4. 貸倒引当金の計上基準 
当社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 
「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行等監査特
別委員会報告第４号 2022年４月14日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、主として今後１年間
の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間の貸倒実績又は倒産実績を基礎とした貸倒実績率又は倒産確率の過
去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。破綻懸念先債権
に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要と認
める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び
保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署の協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しております。 
連結される子会社の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の
債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。 

5. 賞与引当金の計上基準 
賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間連結会計期間に帰属する
額を計上しております。 

6. ポイント引当金の計上基準 
ポイント引当金は、クレジットカード会員や口座開設者に付与したポイントが将来使用された場合の負担に備え、将来使用される
見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。 

7. 役員退職慰労引当金の計上基準 
役員退職慰労引当金は、一部の連結される子会社の役員への退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく当該役員に対する退
職慰労金の支給見積額のうち、当中間連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 

8. 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 
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睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発
生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

9. 特別法上の引当金の計上基準 
特別法上の引当金は、金融商品取引責任準備金であり、受託等をした市場デリバティブ取引に関して生じた事故による損失の補填
に充てるため、金融商品取引法第48条の３第１項及び金融商品取引業等に関する内閣府令第189条の規定に定めるところにより算出
した額を計上しております。 

10. 退職給付に係る会計処理の方法 
一部の連結される子会社において、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当中間連結会計期間末の自己
都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

11. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 
外貨建資産及び負債は、中間連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

12. 重要なヘッジ会計の方法 
金融資産から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、主として「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及
び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日。以下「業種別委員会実務指針第24号」
という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、
ヘッジ対象となる貸出金とヘッジ手段である金利スワップ取引を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価しておりま
す。 
また、個別取引毎の繰延ヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重要な条件が同一であるため、ヘッジの有効性の評
価を省略しております。 
上記のヘッジ関係のうち、「LIBORを参照する金融商品に関するヘッジ会計の取扱い」（実務対応報告第40号 2022年３月17日）の
適用範囲に含まれるヘッジ関係のすべてに、当該実務対応報告に定められる特例的な取扱いを適用しております。当該実務対応報
告を適用しているヘッジ関係の内容は、以下のとおりであります。 
 ヘッジ会計の方法…繰延ヘッジ処理によっている。 
 ヘッジ手段…金利スワップ 
 ヘッジ対象…その他有価証券（債券） 
 ヘッジ取引の種類…相場変動を相殺するもの 

13. 資産に係る控除対象外消費税等の会計処理 
固定資産に係る控除対象外消費税等はその他資産に計上し、５年間で均等償却を行っております。 
 

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」とい
う。）を当中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。この変更による中間連結財務諸表に与える影響
はありません。 
 

（表示方法の変更） 
当中間連結会計期間より、従来「営業経費」として計上していた住宅ローン関連費用等を「役務取引等費用」として計上しておりま
す。これは、当社における「役務取引等収益」等の重要性が増していることから、「役務取引等収益」等に対応する費用について収益

とより明確に対応させることで経済実態をより一層反映した財務情報の開示を行うために表示方法の変更を行ったものであります。 
 
（追加情報） 

（新型コロナウイルス感染症の影響） 
前連結会計年度より、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴う住宅ローン債権に係る貸倒引当金の計上に関する仮定につい
て、当中間連結会計期間において、重要な変更は行っておりません。 

なお、当該仮定については不確実性が高く、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が長期化した場合には、業績に影響を及ぼす可能性
があります。 
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注記事項 
（中間連結貸借対照表関係） 

1. 関係会社の株式総額（連結子会社及び連結子法人等の株式を除く） 141百万円 
2. 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、中間連結貸借対

照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発

行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮
払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使
用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  2,500百万円 
危険債権額                701百万円 
三月以上延滞債権額             －百万円 

貸出条件緩和債権額            756百万円 
合計額                 3,958百万円 
 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っ
ている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 
危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及

び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものであります。 
三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準
ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債
権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞
債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 
3. 担保に供している資産は次のとおりであります。 
 担保に供している資産   

 有価証券 365,268 百万円 
 貸出金 1,079,885 百万円 
 担保資産に対応する債務   

 売現先勘定 6,115 百万円 
 債券貸借取引受入担保金 249,917 百万円 
 借用金 400,000 百万円 

また、その他資産には、先物取引差入証拠金13,681百万円、金融商品等差入担保金58,100百万円、保証金1,694百万円及びデリバテ
ィブ取引の差入担保金1,320百万円が含まれております。 

4. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条

件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残
高は248,792百万円であります。なお、これらの契約の多くは、任意の時期に無条件で取消可能なものであります。 

5. 有形固定資産の減価償却累計額 1,375百万円 

 
（中間連結損益計算書関係） 
1. 「その他経常収益」には、株式等売却益87百万円及び持分法による投資利益35百万円を含んでおります。 

2. 「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額393百万円を含んでおります。 
3. 「その他の特別損失」は、基幹系システム更改に係る費用であります。 
4.  中間包括利益                                   4,499百万円 
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（金融商品関係） 
1. 金融商品の時価等に関する事項 

2022年９月30日における中間連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株
式等は、次表には含めておりません（（注１）参照）。また、現金預け金、コールローン及び買入手形、外国為替（資産・負債）、コ
ールマネー及び売渡手形、売現先勘定並びに債券貸借取引受入担保金は、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似すること

から、注記を省略しております。 
（単位：百万円）  

 中間連結貸借対照表計上額 時価 差額 

(1) 買入金銭債権（＊１）  269,647   269,673  25 

(2) 有価証券        

その他有価証券  707,539   707,539  － 

(3) 貸出金  5,985,462      

貸倒引当金（＊１）  △2,709      

  5,982,752   5,990,236  7,483 

資産計  6,959,939   6,967,449  7,509 

(1) 預金  7,483,639   7,483,286  △352 

(2) 借用金  400,000   399,380  △619 

負債計  7,883,639   7,882,667  △971 

デリバティブ取引（＊２）        

ヘッジ会計が適用されていないもの  359   359  － 

ヘッジ会計が適用されているもの（＊３）  757   757  － 

デリバティブ取引計  1,116   1,116  － 
 

（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。なお、買入金銭債権に対する貸倒引当金について
は、重要性が乏しいため、中間連結貸借対照表計上額から直接減額しております。 

（＊２）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリバティブ取引によって生じた正味の債

権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、（ ）で表示しております。 
（＊３）ヘッジ対象であるその他有価証券（債券）の相場変動を相殺するためにヘッジ手段として指定した金利スワップ等であり、繰

延ヘッジを適用しております。なお、これらのヘッジ関係に、「LIBORを参照する金融商品に関するヘッジ会計の取扱い」（実務

対応報告第40号 2022年３月17日）を適用しております。 
（注１）市場価格のない株式等の中間連結貸借対照表計上額は141百万円であり、金融商品の時価情報の「資産 (2)有価証券」には含

まれておりません。非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号 2020

年３月31日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 
 
2. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しております。 
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象となる資

産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算
定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、
時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 
 

(1) 時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品 
（単位：百万円）  

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

買入金銭債権（＊）  －   125,710   －   125,710  

有価証券             

その他有価証券  262,093   445,446   －   707,539  

国債・地方債等  252,499   35,738   －   288,238  

社債  －   76,535   －   76,535  

その他  9,593   333,171   －   342,765  

デリバティブ取引             

金利関連取引  －   9,205   －   9,205  

通貨関連取引  －   1,652   －   1,652  

資産計  262,093   582,015   －   844,108  

デリバティブ取引             

金利関連取引  －   8,453   －   8,453  

通貨関連取引  －   1,287   －   1,287  

負債計  －   9,741   －   9,741  
 

（＊）買入金銭債権は、その他有価証券と同様に会計処理している証券化商品等125,710百万円となります。 
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(2) 時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 
（単位：百万円）  

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

買入金銭債権  －   －   143,963   143,963  

貸出金  －   －   5,990,236   5,990,236  

資産計  －   －   6,134,199   6,134,199  

預金  －   7,483,286   －   7,483,286  

借用金  －   399,380   －   399,380  

負債計  －   7,882,667   －   7,882,667  
 

 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 
資 産 
買入金銭債権 
買入金銭債権のうち、証券化商品等については、取引金融機関から提示された価格によっており、入手された価格に使用され
たインプットに基づきレベル２に分類しております。 
その他の取引につきましては、原則として「貸出金」と同様の方法等により算定した価額をもって時価としており、レベル３

に分類しております。 
有価証券 
有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しております。主に国

債がこれに含まれます。 
公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類しております。主に地方債、社債
がこれに含まれます。なお、短期社債は、将来キャッシュ・フローの割引現在価値法を用いて時価を算定しております。評価

に当たっては観察可能なインプットを最大限利用しており、インプットには、市場金利が含まれます。算定に当たり重要な観
察できないインプットを用いる場合にはレベル３、そうでない場合にはレベル２の時価に分類しております。 
それ以外の有価証券については、取引金融機関等から提示された価格を時価としておりますが、重要な観察できないインプッ

トが用いられている場合にはレベル３、そうでない場合にはレベル２の時価に分類しております。 
貸出金 
貸出金については、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に

想定される利率で割り引いて時価を算定しています。このうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸
出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお
ります。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担保及び
保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は中間連結決算日における中間連結貸借対照表上の
債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。 

貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていないものについては、返済見込み
期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としております。当該時価
はレベル３の時価に分類しております。 

負 債 
預金 
預金のうち、要求払預金について、中間連結決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その金額を時価としております。ま

た、定期預金については、一定の期間ごとに区分して、将来キャッシュ・フローを割り引いた現在価値により時価を算定して
おります。割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）の
ものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。当該時価はレベル２の時価に分類し

ております。 
借用金 
借用金については、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引い

て現在価値を算定しております。当該時価は、時価に対して観察できないインプットによる影響額が重要な場合はレベル３の
時価、そうでない場合はレベル２の時価に分類しております。 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しており、主
に債券先物取引や金利先物取引がこれに含まれます。 
ただし、大部分のデリバティブは店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取引の種類や満期までの期間に応

じて現在価値技法等の評価技法を利用して時価を算定しております。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利
や為替レート、ボラティリティ等であります。観察できないインプットを用いていない又はその影響が重要でない場合はレベ
ル２の時価に分類しており、プレイン・バニラ型の金利スワップ取引、為替予約取引等が含まれます。 
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（有価証券関係） 
中間連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の貸付債権信託受益権等を含めて記載しております。  
その他有価証券（2022年９月30日現在）  

 種類 
中間連結貸借対照表計上額 

（百万円） 
取得原価 
（百万円） 

差額 
（百万円） 

中間連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるもの 

債券 52,686 50,855 1,831 

国債 19,779 19,747 31 

地方債 18,968 17,171 1,797 

短期社債 13,501 13,499 1 

社債 437 436 0 

その他 54,033 53,918 114 

外国債券 38,024 37,964 59 

その他 16,008 15,953 55 

 小計 106,720 104,773 1,946 

中間連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えないもの 

債券 312,087 321,716 △9,628 

国債 232,720 240,916 △8,195 

地方債 16,769 16,846 △76 

社債 62,597 63,953 △1,356 

その他 414,442 426,617 △12,175 

外国債券 301,817 312,696 △10,879 

その他 112,624 113,921 △1,296 

 小計 726,529 748,333 △21,804 

 合計 833,250 853,107 △19,857  
 
（金銭の信託関係） 
その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2022年９月30日現在）  

 
中間連結貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

うち中間連結貸借 
対照表計上額が取得 

原価を超えるもの 

うち中間連結貸借 
対照表計上額が取得 

原価を超えないもの 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

その他の金銭の信託 14,167 14,167 － － －  
（注）1. 当中間連結会計期間末において、信託財産構成物に時価のある有価証券等は含まれておりません。 

2. 「うち中間連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち中間連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの」は

それぞれ「差額」の内訳であります。 
 
（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額 993円80銭 
１株当たりの親会社株主に帰属する中間純利益金額 63円30銭 
 

 

（自己資本比率関係） 

銀行法施行規則第17条の５第１項第３号ロに規定する連結自己資本比率（国内基準）は、7.69%であります。 
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第 16 期  中 間 決 算 公 告 

2022年12月27日 

東京都港区六本木一丁目６番１号 

住信ＳＢＩネット銀行株式会社 

代表取締役社長 円山 法昭 
 

中間貸借対照表（2022年９月30日現在） 

 

（単位：百万円） 
 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（資産の部）  （負債の部）  

現 金 預 け 金 1,214,598 預 金 7,486,329 

買 入 金 銭 債 権 265,413 売 現 先 勘 定 6,115 

金 銭 の 信 託 14,167 債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 249,917 

有 価 証 券 717,507 借 用 金 400,000 

貸 出 金 5,995,794 外 国 為 替 1,319 

外 国 為 替 6,757 そ の 他 負 債 64,377 

そ の 他 資 産 113,132 未 払 法 人 税 等 4,574 

そ の 他 の 資 産 113,132 そ の 他 の 負 債 59,802 

有 形 固 定 資 産 3,897 賞 与 引 当 金 342 

無 形 固 定 資 産 22,490 ポ イ ン ト 引 当 金 928 

繰 延 税 金 資 産 7,404 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 49 

貸 倒 引 当 金 △2,456 特 別 法 上 の 引 当 金 6 

  負債の部合計 8,209,387 

  （純資産の部）  

  資 本 金 31,000 

  資 本 剰 余 金 13,625 

  資 本 準 備 金 13,625 

  利 益 剰 余 金 117,798 

  そ の 他 利 益 剰 余 金 117,798 

  繰 越 利 益 剰 余 金 117,798 

  株 主 資 本 合 計 162,424 

  そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △13,777 

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 673 

  評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 △13,103 

  純資産の部合計 149,320 

資産の部合計 8,358,707 負債及び純資産の部合計 8,358,707 
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中間損益計算書 
 

（単位：百万円） 
 

科 目 金 額 

経 常 収 益    44,227  

資 金 運 用 収 益  22,904    

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ 18,263 ）   

（ う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ） （ 3,643 ）   

役 務 取 引 等 収 益  18,400    

そ の 他 業 務 収 益  2,799    

そ の 他 経 常 収 益  123    

経 常 費 用    30,055  

資 金 調 達 費 用  2,940    

（ う ち 預 金 利 息 ） （ 1,794 ）   

役 務 取 引 等 費 用  12,842    

そ の 他 業 務 費 用  135    

営 業 経 費  13,914    

そ の 他 経 常 費 用  222    

経 常 利 益    14,172  

特 別 損 失    306  

固 定 資 産 処 分 損  0    

減 損 損 失  194    

そ の 他 の 特 別 損 失  111    

税 引 前 中 間 純 利 益    13,865  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  4,372    

法 人 税 等 調 整 額  △84    

法 人 税 等 合 計    4,287  

中 間 純 利 益    9,577  

      

 

  

〔 
2022年４月１日から 

〕 2022年９月30日まで 
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記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 

重要な会計方針 
1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、子会社・子法人等株式及び関連法人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については時

価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。ただし、市場価格のない株式等については移動平均法
による原価法により行っております。 
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。ただし、外貨建その他有価証券のうち

債券に係る換算差額については、外国通貨による時価の変動に係る換算差額を評価差額とし、それ以外の差額については為替差損
益として処理しております。 

2. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 
3. 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 
有形固定資産は、定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物  ３年～15年 
その他  ３年～20年 

(2) 無形固定資産 
無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間
（主として５年～７年）に基づいて償却しております。 

4. 引当金の計上基準 
(1) 貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行等監査
特別委員会報告第４号 2022年４月14日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、主として今後
１年間の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間の貸倒実績又は倒産実績を基礎とした貸倒実績率又は倒

産確率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。
破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その
残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担

保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署の協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しております。 

(2) 賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間会計期間に帰属する
額を計上しております。 

(3) ポイント引当金 

ポイント引当金は、クレジットカード会員や口座開設者に付与したポイントが将来使用された場合の負担に備え、将来使用さ
れる見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。 

(4) 睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じ
て発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

(5) 金融商品取引責任準備金 

金融商品取引責任準備金は、受託等をした市場デリバティブ取引に関して生じた事故による損失の補填に充てるため、金融商
品取引法第48条の３第１項及び金融商品取引業等に関する内閣府令第189条の規定に定めるところにより算出した額を計上して
おります。 

5. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 
外貨建資産及び負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

6. ヘッジ会計の方法 

金融資産から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、主として「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及
び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日）に規定する繰延ヘッジによっておりま
す。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる貸出金とヘッジ手段である金利

スワップ取引を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価しております。 
また、個別取引毎の繰延ヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重要な条件が同一であるため、ヘッジの有効性の評
価を省略しております。 

7. その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
資産に係る控除対象外消費税等の会計処理 
固定資産に係る控除対象外消費税等はその他資産に計上し、５年間で均等償却を行っております。 
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（会計方針の変更） 
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」とい
う。）を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準
適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。この変更による当中間会計期間の中間財務諸表に与

える影響はありません。 

 

（表示方法の変更） 
当中間会計期間より、従来「営業経費」として計上していた住宅ローン関連費用等を「役務取引等費用」として計上しております。こ
れは、当社における「役務取引等収益」等の重要性が増していることから、「役務取引等収益」等に対応する費用について収益とより

明確に対応させることで経済実態をより一層反映した財務情報の開示を行うために表示方法の変更を行ったものであります。 

 

（追加情報） 

（新型コロナウイルス感染症の影響） 
前事業年度より、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴う住宅ローン債権に係る貸倒引当金の計上に関する仮定について、
当中間会計期間において、重要な変更は行っておりません。 

なお、当該仮定については不確実性が高く、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が長期化した場合には、業績に影響を及ぼす可能性
があります。 
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注記事項 
（中間貸借対照表関係） 

1. 関係会社の株式総額 9,967百万円 
2. 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、中間貸借対照表

の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が

有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金
並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸
借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  2,318百万円 
危険債権額                657百万円 
三月以上延滞債権額             －百万円 

貸出条件緩和債権額            756百万円 
合計額                 3,732百万円 
 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っ
ている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 
危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及

び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものであります。 
三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準
ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債
権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞
債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 
3. 担保に供している資産は次のとおりであります。 
 担保に供している資産   

 有価証券 365,268 百万円 
 貸出金 1,079,885 百万円 
 担保資産に対応する債務   

 売現先勘定 6,115 百万円 
 債券貸借取引受入担保金 249,917 百万円 
 借用金 400,000 百万円 

また、その他の資産には、先物取引差入証拠金13,681百万円、金融商品等差入担保金58,100百万円、保証金1,612百万円及びデリバ
ティブ取引の差入担保金1,320百万円が含まれております。 

4. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条

件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残
高は274,992百万円であります。なお、これらの契約の多くは、任意の時期に無条件で取消可能なものであります。 

5. 特別法上の引当金として金融商品取引責任準備金６百万円を計上しております。 

 
（中間損益計算書関係） 
1. 「その他経常収益」には、株式等売却益87百万円を含んでおります。 

2. 「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額165百万円及び株式等売却損24百万円を含んでおります。 
3. 「その他の特別損失」は、基幹系システム更改に係る費用であります。 
 

（有価証券関係） 
中間貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の貸付債権信託受益権等が含まれております。  
1. 子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2022年９月30日現在）  

 
中間貸借対照表計上額 

（百万円） 

子会社・子法人等株式 9,940 

関連法人等株式 27 

合計 9,967 
 

（注）子会社・子法人等株式及び関連法人等株式は、市場価格等のないものであります。 
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2. その他有価証券（2022年９月30日現在）  

  種類 
中間貸借対照表計上額 

（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

中間貸借対照表計上額が 
取得原価を超えるもの 

債券 52,686 50,855 1,831 

国債 19,779 19,747 31 

地方債 18,968 17,171 1,797 

短期社債 13,501 13,499 1 

社債 437 436 0 

その他 54,033 53,918 114 

外国債券 38,024 37,964 59 

その他 16,008 15,953 55 

 小計 106,720 104,773 1,946 

中間貸借対照表計上額が 
取得原価を超えないもの 

債券 312,087 321,716 △9,628 

国債 232,720 240,916 △8,195 

地方債 16,769 16,846 △76 

社債 62,597 63,953 △1,356 

その他 414,442 426,617 △12,175 

外国債券 301,817 312,696 △10,879 

その他 112,624 113,921 △1,296 

 小計 726,529 748,333 △21,804 

 合計 833,250 853,107 △19,857 
 

 
（金銭の信託関係） 
その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2022年９月30日現在）  

 中間貸借対照表計上額 取得原価 差額 
うち中間貸借対照表
計上額が取得原価を

超えるもの 

うち中間貸借対照表
計上額が取得原価を

超えないもの 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

その他の金銭の信託 14,167 14,167 － － － 
 

（注）1. 当中間期末において、信託財産構成物に時価のある有価証券等は含まれておりません。 
2. 「うち中間貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち中間貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの」はそれぞれ

「差額」の内訳であります。 
 
（税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。 
 繰延税金資産   
 その他有価証券評価差額金 6,676 百万円 
 繰延ヘッジ損失 1,259  
 貸倒引当金 546  
 ポイント引当金 284  
 賞与引当金 104  
 関係会社株式償却 98  
 その他 686  

 繰延税金資産小計 9,655  
 将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △98  
 評価性引当額小計 △98  
 繰延税金資産合計 9,557  
 繰延税金負債   
 繰延ヘッジ利益 △1,556  
 その他有価証券評価差額金 △596  
 繰延税金負債合計 △2,152  
 繰延税金資産の純額 7,404 百万円 

 
（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額  990円22銭 

１株当たりの中間純利益金額   63円51銭 

 
（自己資本比率関係） 

銀行法施行規則第19条の２第１項第３号ロ(10)に規定する単体自己資本比率（国内基準）は、7.68%であります。 

 


